
ta-C薄膜のおける深紫外ラマンスペクトル変化 

Observation of deep ultraviolet raman spectroscopy on ta-C film 
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ta-C（Tetrahedral Amorphous Carbon）は sp
3結合を含むダイヤモンド状炭素（Diamond Like Carbon, 

DLC）である．固体潤滑性，耐摩耗性，耐熱性に優れた材料である．その評価方法としては sp
3

結合由来の T ピークが直接に観察でき，sp
3
/sp

2結合比を知る事の出来る深紫外光励起ラマン分光

法は有効であるとされている[1]．しかし，励起光に深紫外光を用いる深紫外光励起ラマン分光で

は，耐熱性に優れているとされる ta-C でもラマン分光測定時に励起光により損傷を受け，照射レ

ーザを減衰させても損傷が観察され，正確な構造解析を行う上での問題となる．これまで紫外光

照射損傷の挙動を調べるために，雰囲気による照射痕の顕微観察等を行ってきた [2,3]．本発表で

は，照射による深紫外ラマンスペクトルを観察し，スペクトルの変化する様子を観察しすること

により，損傷メカニズムに関する考察を行う． 

実験： 雰囲気制御セル中に ta-C を設置し，波長 266 nmの CWレーザを試料表面に集光，照射

した．照射光はラマン測定の励起光でもあり，照射と

ともに，深紫外ラマン散乱スペクトルの測定を連続で

行い，ラマン散乱スペクトルの時間的変化を観察する

ことができる．  

結果：露光時間 2 分の測定を，連続して 20回行っ

た時の G ピークの強度を測定回数に対してのプロッ

トを図 1 に示す．強度は一回目の測定における強度

で規格化されている．大気中，酸素中（A）ともに，

G ピークの強度が低下していくのがわかる．大気中

に比べて，酸素中では低下する速度が速くなってい

る．Ar 雰囲気（B）では，G ピーク強度が照射時間

の経過とともに増加する様子がわかる．講演では，

スペクトルの詳細な解析を進め，深紫外線照射によ

る損傷メカニズムについて考察を進める予定である． 
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図 1：Gピーク強度変化 
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